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 　英語の名詞にgoose  ― geese, mouse  ― miceなどの不規則な複数形，あるいは動詞の不規則変化
にcatch  ― caught, lie  ― lainなどがあるが，われわれが長年にわたり慣れ親しんでいる言語なので，




 　ömmu minni 




 　‘My grandmother (is ...)’ のように（単数）主格であれば， 











はドイツ語の (der) Umlautであり，英語ではvowel mutationとなる。ではドイツ語でいうウムラ
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ウトとはいったいどういうものなのか，M. G. O’Brien ＆ S. M. B. Faganは以下のように説明して
いる2）： 
 (1) the diacritic <¨> placed over the vowels <a>, <o>, and <u> in German 
 (2) the replacement of a plain vowel by its umlauted counterpart as part of a grammatical process (for 
example, the replacement of <u> by  <ü> in <Bruder> ‘brother’ to form the plural <Brüder> 
‘brothers’ )
 (3) a sound change in which a back vowel assimilates to a front vowel in a following syllable (for 
example, the <ö> in a word like <öfter> ‘more often’ came about in the history of German 
through the assimilation of <o> to a following <i> that occurred in an earlier form of the word) 
 　ウムラウトとはこの定義によると， 




















　　　　 ドイツ語 アイスランド語  デンマーク語  英語 
 単数1格　Buch bók  bog  book 
 　　2格　Buch[e]s bókar [af] bog [of] book 
 　　3格　Buch[e] bók [til] bog [to] book 
 　　4格　Buch bók  bog  book 
 複数1格　Bücher bækur  bøger  books 
 　　2格　Bücher bóka [af] bøger [of] books 
 　　3格　Büchern bókum [til] bøger [to] books 











 　上で示したように（Buch [book]  ― Bücher [books]），ドイツ語には複数形で母音が変音する語が
多く存在する： 
 Baum [tree]  ― Bäume [trees], Hand [hand]  ― Hände [hands], Sohn [son]  ― Söhne [sons], Wort [word]  ― 













なっている（以下の例は全て [foot  ― feet] の意味である）。 
 　　　　　　　　単数  複数 
 英語　　　　　　foot - feet 
 ドイツ語　　　　Fuß - Füße 
 デンマーク語　　fod - fødder 
 スウェーデン語　fot - fötter 
 アイスランド語　fótur - fætur 







 　また，英語では，oo  ― eeとなるが，他のゲルマン語ではウムラウト用に異なる特殊文字を使
用していることに注意すべきである。なお，ドイツ語の複数形で，他言語のように t, dにはなら




 　[foot] を意味する語彙の印欧祖語形は ＊ ped-として再構されている。ゲルマン語では，母音がe
階梯からo階梯に交替，そしてそのoが長音階梯 に移動し，現代のゲルマン諸言語の語彙形態に
至っている。また，子音については ＊ p→ f（破裂音→摩擦音） ＊ d→ t（有声音→無声音））の通時
的変化を起こしている。 
 　ラテン語は印欧祖語形の ＊  ped-をそのまま受け継ぎ，単数主格はp s，単数属格以降は全て











 1．Þaðan fer ég til Englands. 
 [From there I travel to England.] 
 2．Hestarnir eru í túninu. 




 　2においては，hestarnirの ― nir（後置定冠詞）を見破ることができれば（hestar  ― nir），hestar
がhestur [horse]（男性名詞）の複数主格であることは容易に理解できる。それは，hestur  ― 
hestarの語幹母音に変化がないからである（両形とも ― e  ― ）。最後の túninuも同じことであって，




 1．Hann reis á fætur. [He got to (his) feet.]（reis 3人称単数過去＜ rísa [to rise]） 
 2．Þeir eru synir hennar. [They are her sons.] 
 　1に fætur，2にsynirという名詞が見られるが，これら2語はそれぞれは数・格変化を被ってい
る複数対格，複数主格であるので， Icelandic-English Dictionary を引いても見出し語とはなってい








記のsonurを含めて，3つの名詞の格変化を提示する：saga [story], barn [child], sonur [son]。 
 単数主格　saga barn sonur 
 　　対格　sögu barn son 
 　　与格　sögu barni syni 
 　　属格　sögu barns sonar 
 複数主格　sögur börn synir 
 　　対格　sögur börn syni 
 　　与格　sögu börnum sonum 








 　börn ＜  ＊ börnu ＜  ＊ barnu 
 のような時間的経緯をたどってbörnが生まれたプロセスを設定しなければならない。もともと
barnuだったが，uがaに影響を与えöに変化させた後，u自身が消滅したと考えることができる（Ⅱ
章の foot  ― feetの例を参照）。 
 　後からまた議論をするが，共時的な言語現象の中には必ず通時的な力が働いた痕跡が残ってい
る。それを明確にすることによってのみ，現在の言語状態を正しく理解できるのである。 















もっともやっかいな語彙と言ってよいと思われる：köttur [cat]，fjörður [inlet]。 
 単数主格　köttur fjörður 
 　　対格　kött fjörð 
 　　与格　ketti firði 
 　　属格　kattar fjarðar 
 複数主格　kettir firðir 
 　　対格　ketti firði 
 　　与格　köttum fjörðum 
 　　属格　katta fjarða 
 　これについては，M. Péturssonが明確な説明を行っている6）： 
 Köttur und  fjörður sind Beispiele für Wörter, in deren Flexion u-Umlaut im Nom., Akk. Sg. und im 
Dat. Pl. und i-Umlaut im Dat. Sg und Nom., Akk. Pl. auftritt. In  föjrður findet außerdem eine Brechung 










 land  ― löndum [land] 
 faðir  ― föður, feðrum [father] 
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 maður  ― menn, mönnum, manna [man] 
 höfn  ― hafnar [port] 
 mörk  ― merker [forest] 
 önd  ― andar, endur [soul] 
 dóttir  ― dættur [daughter] 
 hönd  ― handar, hendi [hand] 
 mús  ― mýs [mouse] 
 　また，形容詞にも名詞と同様の母音変化が見られる（ここでは，強変化と呼ばれる変化形のみ
を提示する）：langur [long]。 
 　　　　　男性 女性 中性 
 単数主格　langur löng langt 
 　　対格　langan langa langt 
 　　与格　löngum langri löngu 
 　　属格　langs langrar langs 
 単数主格　langir langar löng 
 　　対格　langa langar löng 
 　　与格　löngum löngum löngum 







 1．Hún ætlar að kaupa kött. [She plans to buy (a) cat.] 
 2．Hann keypti bækurnar. [He bought the books.] 









 3．Hann orti í Reykjavík. 
 　意味は“He wrote poetry in Reykjavik.”で，ortiはある動詞の3人称単数過去形で，-tiは弱変
化動詞の過去形を作る時の歯音である（例えば英語の talk-ed）。不定詞がどのような形態である




 　H. Andersenは“nogle verber er uden omlyd i præt. og præt. partc.  yrkja  ― orti  ― ortr ”「いくつか
の動詞においては，過去，過去分詞にウムラウトはない」とし，yrkja  ― ortiの例を挙げている7）。
すなわち，[＋Umlaut] yrk-と [－Umlaut] ork-を設定し，前者からはyrkja [to write poetry], yrki [I 
write poetry] が誕生し，後者からは通時的な 
 　orkti→ortti→orti 




 　最後に，Ⅲ章でも扱ったbarn [child]（中性名詞）の複数主格börn [chidren] を例に取り，時間
の流れを考慮した視点とはいかなるものかをもう一度考えておきたい。 
 　B. Kressはその著書『アイスランド語文法』 Isländische Grammatik の中で 
 Durch ein  u konnte ein vorausgehendes  a zu  ö umgelautet werden ( u -Umlaut). Das umlautbewirkende 
 u ist im Lauf der Sprachentwicklung 
 1．geschwunden:  börn (＜ ＊ barnu ) NPN ‘Kinder‘:  barn NSN ‘Kind‘ 











 A B C D E 
 1．börn ＜ börn(u) ＜ börnu ＜ barnu ＜ barn-u 
 2．börnum  ＜ börnum ＜ barnum ＜ barn-um 
 Eの段階で ― u(m) が語幹末に付加される，Dで1語となる，Cでuウムラウトが発生する。 






 現在 ～ 現在 
 ö ～ a 
 ではなく， 
 現在 ← 過去 
 ö ← a 
  













2） O’Brien, M. G. ＆ S. M. B. Fagan.  German Phonetics and Phonology . p. 368.
3） 特に iウムラウトの例，音声学的にいうと前高の発音 iに影響される例が非常に多く観察される。Bruno 
Kressは，iウムラウト，uウムラウトの代わりに，これらの母音の調音特徴を生かして，Palatalumlaut（口蓋化），
Labialumlaut（唇音化）という用語を用いている（ Isländische Grammatik. pp. 43 ― 44）。
4） 以下にp sの格変化表を示す：
   単数 複数 
 主格（呼格） p s ped s 
 属格 pedis pedum 
 与格 ped  pedibus 
 対格 pedem ped s 
 奪格 pede pedibus
5） B. Kress.  Isländische Grammatik . p. 61.
6） Lehrbuch der isländischen Sprache. p. 61.
7） Oldnordisk Grammatik. p. 90.
 E. V. Gordonも“no i-mutation in the pa. t. and pp.”と同じことを述べている（ Introd. to Old Norse.  p. 305）。 
 A. Noreenはortiのノルド基語（urnordisch）の形態として，worahtoという形を提示している（ Altnordische 
Grammatik . p. 235）。
8） S. Valfells ＆ J. E. Cathey.  Old Icelandic . pp. 114 ― 5. を参照した。
9） Isländische Grammatik. p. 44.
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